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平

殿

衆
議
院
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鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
に
つ
い
て
の
各
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
対
す
る
同
省
の
対
応
に
係
る
国
民
へ
の
説
明
等
に

関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
に
つ
い
て
の
各
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
対
す
る
同
省
の
対
応
に
係
る
国
民
へ
の
説
明

等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
及
び
八
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
六
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
〇
九
号
）
の
一
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て
等
で
累
次

に
わ
た
っ
て
お
答
え
し
て
き
て
い
る
と
お
り
、
抗
議
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
を
検
討
の
上
、
適
切
に
判
断

す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
務
省
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
を
検
討
の
上
、
適
切
に
判
断
し
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
佐
藤
氏
の
指
摘
」
は
一
般
に
公
表
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
佐
藤
氏
の

指
摘
」
に
あ
る
よ
う
な
事
実
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
二
月
十
二
日
内
閣

衆
質
一
七
〇
第
三
一
二
号
）
の
一
に
つ
い
て
等
で
累
次
に
わ
た
っ
て
お
答
え
し
て
き
て
い
る
と
お
り
既
に
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
国
民
は
承
知
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
前
々
回
答
弁
書
」
は
外
務
省

大
臣
官
房
が
中
心
と
な
っ
て
起
案
し
た
上
で
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

四
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

承
知
と
は
、
一
般
に
、
「
旨
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
知
る
こ
と
。
聞
き
入
れ
る
こ
と
。
（
出
典

広
辞
苑
）
」
で
あ
り
、
理

一



解
と
は
、
一
般
に
、
「
物
事
の
道
理
を
さ
と
り
知
る
こ
と
。
意
味
を
の
み
こ
む
こ
と
。
物
事
が
わ
か
る
こ
と
。
（
出
典

広

辞
苑
）
」
で
あ
り
、
納
得
と
は
、
一
般
に
、
「
承
知
す
る
こ
と
。
な
る
ほ
ど
と
認
め
る
こ
と
。
（
出
典

広
辞
苑
）
」
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

二


